
（別紙様式）                                                                             （Ａ３判横） 

令 和 4 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 学校法人昌平学園 昌平高等学校 ） 

目 指 す 学 校 像 
生徒一人ひとりの進路希望を実現するとともに、他者を思いやる優しさ、困難に立ち向かう逞しさ、自ら

知を求める積極さをあわせ持ち、広く社会に貢献・奉仕しようとする人材の育成を図る。 

教員のモットー「手をかけ 鍛えて 送り出す」 

 

      

※学校関係者評価実施日とは、法人評議委員により、学校

自己評価を踏まえて評価を受けた日とする。         
達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１.才能開発教育：個々の生徒の能力を最大限に引き出す。 

２.人間教育：高い品性と正しい判断力を養成する。 

３.健康教育：心身ともに健康な人間を育成する。 

４.国際教育：国際的視野に立って考え、行動する力を養成する。 

  Ｂ 概ね達成(６割以上)  出席者   学校関係者  3 名 

卒業生    1 名 

学識経験者  4 名 

  Ｃ 変化の兆し(４割以上)  

  Ｄ 不十分(４割未満)  

※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 

※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価 （3 月）  実施日 令和 5 年 3 月 28 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 中間評価 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

1 

①生徒の進路目標達成に向けて主
体的に学ぶことができる環境を
作る。ICT を活用した授業展開
により学びの幅も広げていく。 

②進路目標、進路を含めた自己実
現に向けた計画策定等を行う。 

③各種資格の取得(英検･GTEC･
TOEIC など)を推進する。 

④自学自習を行う自習室の充実化
など授業だけではなく、学習を
習慣化できる環境作り、働きか
けを行う。 

①教員が教材研究を積極的に行う
ことで授業力向上に努めている
か。担任をはじめ進路指導部が
中心となり、模試等の分析を行
い、フィードバックし生徒が現
状把握できる環境を作ることが
できているか。ICT を活用する
授業展開を実践する取組みがさ
れているか。 

②進路目標達成に向け、関係教員
(担任･学年団等)で適宜、情報
共有し、生徒に進路についてア
ドバイスしていく体制ができて
いるか。 

③パワー・イングリッシュ・プロ
ジェクトの実践･取組みにおい
て、資格取得を推進し、計画的
に取得ができるよう環境作りが
できているか。その他の資格試
験についても積極的な取組みを
促すことができているか。 

④生徒が掲げる進路目標達成に向
けて学習計画および学習時間の
管理等を工夫できるようアドバ
イスを行うことができている
か。 

①各教員の業務内容を整理し、授
業準備を行う時間を確保しる。 

 分掌体制としても模試等の分析
に力を入れ、担任とリンクし進
路指導にあたる。各大学の入試
に向け入試データ分析研修等に
参加できる機会を作る。ICT を
積極的に活用できるよう実践例
を周知する。 

②進路講演会、進路相談等のイベ
ントを積極的に実施し、生徒が
知るべき大学情報を取集できる
機会を作る。担任からも入試情
報について、生徒に直接伝達し
生徒の大学進学に向けたモチベ
ーションに向上に努める。 

③各種検定の周知を積極的に行
う。また、英検等をはじめ、校
内でも受験ができる体制を整え
る。 

④学習室の充実化を図り、授業時
間外でも積極的に学習に取り組
める環境を整える。チューター
をはじめ質問対応ができる体制
をよりよくする。また、スタデ
ィサプリを活用できる環境も作
る。 

①分掌業務等の整理を行ったこと
で教材研究の時間を確保し、工
夫した授業展開ができている。
ICT の活用については、プロジ
ェクタ等を活用する教員は増え
てきた。進路指導部･学年主任
が中心となり、模擬試験の分析
結果から個々にフィードバック
し、課題の整理、克服に向けた
取組みができる環境を作ってい
る。 

②進路イベントを積極的に行うこ
とで生徒が進路の方向性を精査
し、担任との面談等を通して大
学についてより知る機会を作っ
ている。 

③各種検定の取得状況は担任が把
握し、大学受験等でも活用でき
るようアドバイスしている。 

④リクルート社「スタディサプ
リ」については、補完的な学習
ツールとして活用するよう周知
している。 

①例年 10 月に実施している授業
評価アンケート結果、ICT 活用
状況の確認を含め、教員自ら現
状の課題を確認、改善に努めて
いるか。模擬試験の分析データ
について生徒個々にフィードバ
ックし、進路目標達成に向けた
対策を講じることができたか。 

②各種進路行事･担任との面談等
を通して、目標とする大学受験
に向けた主体的な取り組みがで
きる環境作りができているか。 

③資格取得の積極的な取り組みを
促すために、有益な情報伝達が
明確にできたか。 

④学習室の活用状況等の周知をは
じめ、計画的に学習習慣を確立
し、自主的な取組みができるよ
うな環境づくり、働きかけはで
きているか。 

 

①各教員が授業評価アンケート結果をもとに現状
把握を行い、より良い授業展開ができるよう取
り組んでいる。今年度も ICT 研修については、
全体では実践できなかった。模擬試験のフィー
ドバックは担任が面談を通して実施し生徒の進
路目標達成に向けて効果的なものとなった。
ICT を活用した授業実践は教員間で温度差があ
る子とは否めない 

②今年度は昨年より大学進学実績が低迷する形と
なってしまった。 

③令和 4 年度の英検受験の取り組みにより、校内
で 83.5％の生徒が英検（3 級以上）を取得して
いる。とりわけ高校卒業程度といわれる 2 級に
は全校で 40％以上、また、準 1 級の取得者も
年々増加傾向にあり特に高校 2 年生では 27 名
（学年の 5.2％）が準 1 級を取得している。大
学入試にも英検利用が進む中、今後一層多くの
生徒が上位級を手にできるよう、指導してい
く。 

④学習室の活用状況については、定期考査前には
300 名を超える日もあり、学習意欲の向上が見
られる。部活動に所属する生徒も部活動前後の
時間で活用し文武両道を体現している。 

Ｂ 

①教員間で研究授業をさらに実践していくなど
情報共有をより行っていくことで学校全体の
活性化にもつながる。生徒が求める志望校の
合格に向けて学校としてもどう伸ばしていく
べきかのプランニングをさらにしていく必要
がある。ICT 活用については、次年度は研修
の実施や実践例の紹介等、全教員が積極的に
活用できる体制を整えていきたい。 

②引き続き、積極的に進路講演会をはじめとす
る進路イベントを実施していく必要がある。
進路情報については、教員間でも情報共有を
積極的に行い、生徒に伝達できるよう努め
る。 

③パワー･イングリッシュ･プロジェクトを掲げ
英語検定の全員受験に取り組んでいる。取得
状況の分析を行うとともに、進路で有意義な
活用ができるか情報を生徒に積極的に伝達し
ていく状況を作っていく。 

④学習室の活用で生徒の学習意識が非常に高ま
っている。さらに良い環境作りができるよう
検討していく。 

 ①今年度は昨年度と比較し、大学の合格実績は大変厳
しい状況となった。現状の課題を分析し、次年度は
生徒の志望校合格に向けた学習指導、進路指導を行
ってもらいたい。一方で特進アスリートクラスから
初の国立医学部合格者を輩出するなど非常に良い結
果も聞けた。良かった点は次年度も継続してもらえ
るよう頑張ってもらいたい。 

②大学入試改革での進路実績状況の分析を含め次年度
生徒がより積極的に学習に取り組むことができる環
境を作ってもらいたい。 

③各種資格の取得に向けて、よりモチベーション向上
につながる情報を伝達するなど工夫をしてもらいた
い。 

④学習室の利用者が増えているという個は学習意欲向
上の現れだと言える。より良い環境作りお願いした
い。 

 
評価：Ｂ 

2 

①日常生活におけるマナー指導、
身だしなみ、学習を継続して行
う上での基本的な生活習慣の確
立を目指す 

②生徒が活躍できる機会、主体的
に参加する生徒会活動や課外活
動の充実化を図る。 

③生徒のコミュニケーションスキ
ルが向上できる環境づくりを行
う。 

①生徒が公共交通機関や自転車で
の通学時において適切なマナー
を理解、実践できているか。 

②各行事で生徒会活動や部活動を
はじめとする課外活動の充実化
が図れているか。 

③教員が様々な活動を通して生徒
と積極的にコミュニケーション
をとる機会を作ることができて
いるか。 

①校内外ともに生活指導部を中心
に登下校時の通学路指導等で現
状把握を行っている。ホームル
ームや学年集会を通して指導を
行いより良い環境を作る。 

②文化部の部活動発表会をはじ
め、ボランティア活動の企画等
積極的な参加を呼び掛ける。 

③定期的に面談を行い、生徒に寄
り添った形で指導し、意欲的な
活動を促す。 

①登下校時の通学マナー等につい
て指摘を受けることがある。全
体に指導が必要な状況である。 

②文化部の発表会の開催、ボラン
ティア活など充実した活動がで
きている。 

③生徒とコミュニケーションを取
る中で、現状把握を行うこと
で、前向きに取り組むことがで
きる環境ができてきている。 

①登下校時における通学路指導
等、交通マナー等が守られてい
るかの状況把握に努める。ま
た、生活指導部を中心に校内外
ともに現状把握に努める。 

②様々な工夫を凝らし、生徒が充
実感を持てる活動ができている
か。 

③現状把握に努める中で、学習や
課外活動等、積極的な取組みに
繋げることができているか。 

①特に登下校時の通学マナーについて、課題はあ
ると言える。ホームルームでは担任から周知
し、改善に努めていく。 

②生徒会活動において、文化部の発表会等を企画
し、生徒が充実した取り組みができていたこと
は非常に良かった。 

③担任、学年団の教員も積極的に生徒と関わり、
課題抽出、ケアを行うなど生徒が前向きに取り
組める働きかけをしている。 

Ｂ 

①通学マナーをはじめモラルを問われる課題が
多くあったのはすぐにでも改善していくべき
課題と言える。生徒がどんな状況でもしっか
りとした判断ができるように指導を行ってい
く。 

②ここ数年間取組むことができなかった行事の
企画なども積極的に行っていきたい。地域交
流も積極的に行っていく。 

③個人での面談を通して積極的にコミュニケー
ションを取れる環境は作れていた。継続的に
行っていく。その中で進路指導も早いうちか
ら行っていく。 

 ①通学マナーにおいては学校でも継続的な指導をお願
いしたい。生徒一人ひとりが自覚ある行動を促す環
境作りを行ってもらいたい。 

②各種行事の開催など、生徒が輝ける場所を提供して
もらえるよう工夫を講じてもらいたい。 

③生徒の成長を考え、前向きに取組むことができるよ
う積極的な発信を行ってもらいたい。 

 
評価：Ｂ 

3 

①文武両道が実践できる環境を整
える。 

②担任を中心に様々な相談ができ
る体制を充実させる。 

③コロナ禍における対応 

①学習面、部活動の文武両道が実
践できる環境が整っているか。
現状における学校生活状況を把
握できているか。 

②面談等を通して、生徒が抱える
悩みの解決や精神的な支援がで
きているか。 

③校内における感染症対策は講じ
られているか。 

①部活動においては少なからず制
限がある中での活動となるが工
夫を講じ指導を行う必要があ
る。学習においては時間管理を
はじめ効率・効果を上げていく
ための工夫ができる環境を作
る。 

②SNS 講習会を実施するなど生
徒が抱える不安を未然に防ぐ取
り組みを行っていく。 

③学校から具体的な感染症対策に
おける周知をおこなっていく。 

①大会が開催される中で良いモチ
ベーションで練習に励んでい
る。文武両道を実践する中で時
間の効果的な活用、学習時間を
確保できる体制を作っていた。 

②担任が面談を通して、宜確状況
把握に努めている。 

③学校行事をはじめとする各行事
においても感染症対策を行って
いる。しかし、感染者は一定の
割合で確認されている。 

①部活と学習ともに前向きに取り
組む姿勢が見られるか。隙間時
間の活用など自主学習に意欲的
に取り組むことができる環境が
整えられているか。 

②生徒との面談等を通して実情の
把握ができているか。特に 
ＳＮＳにおける問題点等の実 
態を理解・把握できている 
か。 

③学校内での周知方法、感染症対
策としての備品等を含め、準備
ができているか。また、現状に
おいて工夫を講じて生徒活動の
充実化が図られているか。 

①部活動は計画的に活動を行っている。文武両道
の実践に向けて、生徒が自ら考え、主体的に行
動できるベースを確立している。その中で多く
の部活動が関東･全国大会出場など成果を上げ
ている。また、特進アスリートクラスから医学
部や難関大学への合格者を輩出するなど文武両
道を体現できる生徒が増えている。 

②生徒の現状把握は担任を中心に学年団も協力す
る体制を整えている。SNS 使用においては少
なからず課題はまだ残る状況である。今後も適
宜、課題解決に努めていく必要がある。 

③学校行事においては工夫を講じる中で行う形を
取った。生徒の意欲的な活動が実践できるよ
う、感染症対策における周知を徹底していく必
要がある。 

Ｂ 

①学習の習慣化とともに部活動等においても成
果が出ている。また、模範となる上級生の取
組みを参考にしている下級生の意識レベルも
高まってきている。今後も継続した取組みを
していきたい。 

②SNS との向き合い方について、現在の状況
把握に努めるとともに、他校の取組みも参考
に良くしていく必要がある。 

③生徒会活動においても様々な工夫を講じてい
くとともに、これを機に行事の実施方法の見
直しを含めた検討を行い、より充実した活動
となるように努めていきたい。 

 ①学習室の活用状況については、非常に素晴らしい状
況であると言える。文武両道を実践する生徒が数多
くいることは非常に良い状況であると言える。特進
アスリートクラスから国立の医学部合格など素晴ら
しい実績も残している。現状に満足することなく、
前向きに取り組む環境を学校一丸となって作っても
らいたい。 

②SNS の活用においては、どこの学校においても課
題もあるのが現状である。講習会の実施などを通し
て、問題や課題に向き合う機会を作ってもらいた
い。 

③いまだ先が見えないコロナ禍において、学校関係者
の健康管理を徹底してもらいたい。その中で生徒に
充実感を与えてもらえるような行事作りなど工夫を
しながら実践してもらいたい。 

 
評価：Ｂ 
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①英語力強化につなげる 
②学校行事（希望生徒対象）とし
て行う語学研修の充実化を図
る。 

③帰国子女の受け入れを積極的に
行う。 

①実践で活用できる英語力・会話
力を身につけることができる
か。 

②海外研修は今年度も中止の措置
を取るが、オンラインで実施す
る工夫など生徒が学びを得る環
境作りはできているか。 

③帰国子女の受入れにあたり、募
集を含め、積極的な活動がされ
ているか。また、帰国子女と積
極的にコミュニケーションを取
る機会を作ることができている
か。 

①全教職員が英語力強化に向けて
英検の全員受験をはじめ積極的
な取組みを促す環境を整え、モ
チベーション向上に努める。 

②今年度はコロナ禍の中で海外語
学研修の実施ができないため、
学校来校型とオンラインでの研
修など生徒の活動の幅を広げ
る。 

③帰国子女生徒と交流する中で、
英会話力向上に向けたモチベー
ションアップを図る。 

①International Arena(日本語禁
止部屋)に訪れ、ネイティブ教
員と積極的に会話をする生徒が
多く見られた。英検 2 次対策に
ついても英語科教員を中心に資
格取得に向けた積極的な取組み
をしている。 

②グローバルサマースクールへの
参加者も数多くおり、英語力向
上を目指す高い意識の持つ生徒
が多い。 

③帰国子女との交流が英語を学ぶ
モチベーションにつながってい
る。 

①英検の取得状況を整理し、大学
受験の活用など積極的に取り組
む環境はできているか。 

②語学研修の取組みを教員が情報
共有し、生徒に伝達するなど英
語を学ぶモチベーションにつな
がっているか。 

③帰国子女と交流することで英語
を学ぶモチベーション向上につ
ながっているか。海外在住日本
人への認知度を高める具体的な
活動ができたか。 

①担任の指導状況からも英検取得に前向きな姿勢
がみられるなど等、英語力向上に努める生徒が
増えている。 

②海外語学研修は中止となったが、英語力向上へ
の意識は非常に高い。夏休みに実施した各種行
事においても数多くの参加があった。 

③帰国子女との交流、情報交換により英語を学習
していく上でのモチベーション向上につながっ
ていると言える。 Ｂ 

①International Arena(日本語禁止部屋)ではネ
イティブ教員が英語に興味を持つ生徒が増え
るように工夫を講じている。英検においても
大学受験をはじめ進路活動にも活用ができる
情報等を周知していくことで前向きな姿勢が
みられている。 

②夏休みのグローバルサマースクールをはじめ
とするプログラムの提案など生徒が興味･関
心を持つプログラムの充実化を図っていく。 

③帰国子女と交流することで英語への興味･関
心、モチベーションの向上につながっている
生徒が増えている。今後も現状においてでき
る限り積極的に募集を行っていく環境を確立
していく。 

 ①パワー・イングリッシュ・プロジェクトを実践して
いく中で、英検の取得状況をはじめとする具体的な
成果を検証し、更なる向上を目指してもらいたい。 

 大学進学に向けての 1 つのツールとして、活用でき
るよう向上を目指してもらいたい。 

②今後も語学研修をはじめコロナ禍においてなかなか
できなかった様々な学びが得られる企画を提案して
もらいたい。 

③生徒が英語に興味関心をさらに持てるような働きか
けを積極的に行ってもらいたい。帰国子女募集にお
いても、できる限りの活動を継続してもらいたい。 

 
評価：Ｂ 



（別紙様式）                                                                             （Ａ３判横） 

令 和 4 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 学校法人昌平学園 昌平中学校 ） 
 

目 指 す 学 校 像 
生徒一人ひとりの進路希望を実現するとともに、他者を思いやる優しさ、困難に立ち向かう逞しさ、自ら

知を求める積極さをあわせ持ち、広く社会に貢献・奉仕しようとする人材の育成を図る。 

教員のモットー「手をかけ 鍛えて 送り出す」 

 

      

※学校関係者評価実施日とは、法人評議委員により、学校

自己評価を踏まえて評価を受けた日とする。         
達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１．才能開発教育：個々の生徒の能力を最大限に引き出す。 

２．人間教育：高い品性と正しい判断力を養成する。 

３．健康教育：心身ともに健康な人間を育成する。 

４．国際教育：国際的視野に立って考え、行動する力を養成する。 

  Ｂ 概ね達成(６割以上)  出席者  学校関係者     3 名 

卒業生       1 名 

学識経験者     4 名 

  Ｃ 変化の兆し(４割以上)  

  Ｄ 不十分(４割未満)  

※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 

※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
        

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価 （3 月）  実施日 令和 5 年 3 月 28 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 中間評価 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

1 

①IB 授業における学びに加えて主
要 5 教科においては基礎知識の
習得に向け指導を行っていく。 

②校外学習や体験学習（プログラ
ム）を通して自ら考えることの
基盤作りを行う。 

③各種資格取得を目指す。 
④自学自習の定着を図る。 

①アクティブラーニング手法を用
いた授業展開により、主体性を
促す授業展開となるよう努め
る。また、基礎知識の習得につ
いて授業内で工夫を行う。学力
推移調査の結果を参考に新たな
目標設定をしていく。 

②体験型プログラム（校外学習･体
験学習）で主体的な学びが得ら
れる環境を作っていく。その中
で調べ学習を行い、まとめる・
発表する・考察する、発表の場
を設けることにより生徒が主体
的に学べるようにする。また、
発表の場はプレゼンテーション
能力の向上にもつなげるように
していく。 

③PEP の一環として行っている英
検をはじめ、各種資格取得につ
いては積極的な呼びかけを行
う。また、検定対策も行える環
境を整備する。 

④担任を中心に日々の学習計画や
現状における時間の活用方法な
どアドバイスを行う。そして自
主的に家庭学習や予習・復習を
含む自主学習を行うよう指導し
ていく。 

①生徒が興味関心を持って授業に
臨めるよう ICT を積極的に活用
するなど、知識習得に向けて幅
広い授業展開を実践する。教員
においては、教材研究をはじ
め、教科内での情報交換につい
ても積極的に行い、授業の質を
向上していけるよう努める。特
に主要 5 教科においては基礎基
本の習得、定着に向けた取組み
を実践する。 

②コロナ禍で校外学習や体験学習
は工夫を講じる中でできる限り
の対応をしていく。生徒が主体
的に学ぶことができる環境を作
っていく。 

③英語検定等の全員受験をはじ
め、各種検定への積極的な取組
みを担任、学年団等から促す。
各種検定に向けた対策について
は各教科および担当教員が中心
となり行っていく。 

④フォーサイト(スケジュール帳)
を活用し、活動計画をそれぞれ
立案していくことを習慣化させ
る。また、学習室や SH システ
ム（自動問題作成システム）の
活用など各自の課題克服に取り
組むことができる環境を作る。 

①特に IB 授業を展開していく中
で ICT を積極的に活用すること
で視覚的な観点を含め学びの幅
も広がっていると言える。主要
5 教科の知識習得の観点におい
ても工夫した授業展開がされて
いる。 

②できる限りの工夫を講じ、行け
る範囲での校外活動となってい
るが、生徒には大変有意義な活
動となっている。 

③特に英検受験においては、多く
の生徒が積極的に受験する機会
を作る環境を作っている。 

④フォーサイト(スケジュール帳)
の活用については担任が生徒指
導に活用し現状把握を行ってい
る。SH システム（自動問題作
成システム）および学習室を活
用する生徒もおり、勉強に対し
て高いモチベーションを持つ生
徒も増えてきている。一方で学
習習慣の確立を含め課題を抱え
る生徒もまだ多いのが現状であ
る。 

①教員は 10 月に実施している授業
評価アンケートをもとに自身を
客観的な側面から検証してい
く。その中で、授業展開につい
ても改善に努めていくことを求
めていく。 

②コロナ禍において、活動に制限
がある中でも生徒の主体的な学
びの場を提供するために工夫を
講じているか。 

③各種検定に向けてあらゆる角度
から積極的な取組みを促す環境
を作ることができているか。ま
た、取得に向けたフォロー体制
の構築、モチベーション向上に
つなげることはできたか。 

④フォーサイト(スケジュール帳)
による現状把握、生徒の学習習
慣の構築のための働きかけはで
きているか。そして、生徒の主
体的な取組みを促すことができ
たか。 

①ICT の活用する中で生徒の興味を引き出す授業展
開が増えている。あわせて基礎知識を学ぶ習慣を
つけていくための指導も行い課題克服に努めてい
る。学力推移調査の結果についても、上位層は更
なる学力向上を目指す環境を作り、下位層につい
て学習習慣の定着を図るとともにフォローできる
体制を作っていく必要がある。 

②工夫を講じ、体験学習や体験型プログラムを実施
し、生徒の良い学びの機会となったと言える。特
に中学 3 年生のコミュニティープロジェクト発表
会はプレゼンテーションの質も年々向上している
と言える。 

③中学校においては、全校で 96.3％の生徒が英検
（5 級以上）を取得した。2 年生は準 2 級以上の
取得者が昨年の 36 名から 59 名と大幅に増加して
いる一方で、1 年生は例年よりも英語を苦手とし
ている生徒がやや多く取得率が昨年度に比べて減
少しており、今後さらに丁寧な指導をすること
で、全体の英語力を引き上げていくようにしてい
きたい。 

④生徒の主体的な学び、意欲が非常に高い生徒は増
えている。その中でもまだ学習習慣が確立でき
ず、不安を抱える生徒もいる。各教員も授業だけ
でなく、授業外でもフォローできる体制を整えて
いき、課題が克服できるよう整備していく。 

Ｂ 

①IB 授業もより工夫が求められる。生徒
主体的の主体性を大切にしながらも、学
習習慣、基礎知識の定着もたいせつにし
ていきたい。また、学力推移調査や定期
考査の結果をもとに学習方法のアドバイ
スを行いモチベーション向上に繋げられ
るよう促したい。 

②次年度は、体験学習･体験型プログラム
もできる方向で検討していきたい。その
中でも現状においてより良い生徒の学び
に繋げることができるようにしていきた
い。 

③資格取得に向けたモチベーションを高め
るために高校の取組み、大学進学に向け
ての必要性など具体的に伝達していく。 

④具体的な学習計画ができるよう、担任を
はじめとする教員からアプローチを行っ
ていく。その中で教員間でも密に情報共
有を行うことを大切にしていく。 

 ①ICT を活用する中で更なる工夫を講じ、マンネリ
化が行い体制を整えてほしい。教員研修や外部で
の研修をはじめ、教員の資質向上に努めてもらい
たい。基礎学力の向上に繋げるには、習慣化が必
要と言える。個別面談等でも生徒のモチベーショ
ン向上につながるアプローチをしてもらい成長で
きる環境を作ってもらいたい。 

②今まで通りのプログラムができない状況ではあっ
たとは思うが、これを機により良い取り組みがで
きるような体制作りの見直しを図ってもらいた
い。 

③特に英検については取得状況からも学校全体の継
続的な取り組みが成果に繋がっていると言える。
今後は更に上位級を取得できるよう、対策を講じ
るなど工夫してもらいたい。 

④学習計画の把握をはじめ、生徒が個々に学習を前
向きに行う状況は良くなっていると言える。あわ
せて、課題を抱える生徒についてのアフターフォ
ロー体制を含め、今後の継続した指導をお願いし
たい。 

 
評価：Ｂ 

2 

①学校内外問わず、日常における
マナー指導を行うとともに基本
的生活習慣を確立するよう促
す。 

②生徒が主体的に企画し、多くの
参加が積極的に参加する生徒会
組織を作る。 

③コミュニケーションスキル向上
を目指す取り組みを活性化させ
る。 

①学校における校則の遵守、挨拶
の励行などマナー指導について
担任等を中心に行うことができ
ているか。また、交通マナーを
守り、交通事故防止対策を徹底
できているか。 

②校内外でのボランティア活動の
企画等に生徒が積極的に参加
し、自らの活動の幅を広げるこ
とはできているか。 

③教員が個別面談等で生徒の現状
把握に努めているか。また、し
生徒と積極的にコミュニケーシ
ョンをとる機会を作ることがで
きているか。 

①校内外の巡回指導、特に登下校
時の通学路については定期的に
現状把握に努め、指導を行う体
制作りをする。 

②できる限りの工夫を講じる中
で、ボランティア活動やイベン
トにおける生徒が活動の幅を広
げる企画を作っていく。 

③現在の生活や現状に不安を抱え
ているか等、生徒と会話をする
中で把握を行う。 

①公共交通機関の利用におけるマ
ナーについて、外部から指摘を
受ける状況があった。 

②コロナ禍で様々な活動が制限さ
れたが、文化祭の生徒会企画な
ど、工夫しながら行うことがで
きた。 

③普段から面談等を積極的に行
い、状況把握行った。学年によ
っては学年行事等での指示を英
語で行うなど学びの場を作る工
夫もしている。 

①マナーについて根本的な理解を
得ることができる体制を作るこ
とはできたか。その中で生徒に
自覚を促す指導ができている
か。 

②生徒の活動の幅が具体的に広げ
られる環境はできているか。 

③生徒の状況把握ができている
か。また、不安を抱える生徒へ
のフォロー体制を整えることは
できているか。そして、教職員
間で情報共有し指導体制を確立
することができたか。 

①公共交通機関を活用する際のマナーで指摘を受け
る状況があった。全体に周知する中で、自覚を持
つよう指導を行った。 

②地域交流を含めボランティア活動等は少ない状況
だったが、授業の一環として生徒会企画を行うな
ど、活躍の場を作る努力はした。 

③面談等を通して現状を把握し、抱える課題克服に
向けたアプローチを行った。担任だけではなく、
学年としてもアプローチを継続していく必要があ
る。 

Ｂ 

①公共交通機関における交通マナー等、郊
外での指導も積極的に行う必要がある。 

②地域交流を含め、各種ボランティア活動
において生徒が主体的に動くことができ
る企画を立案できる体制を作っていく。 

③個別面談等を通して生徒の精神面にアプ
ローチし、現状把握に努めていく。 

 ①昌平生である自覚を持ち、登下校時のマナー等に
ついて、もう一度見直しを図ってもらいたい。こ
の点については継続した指導が必要となる。学年
集会をはじめ全体に周知する機会を作ってもらい
たい。 

②学校行事など生徒が活躍できる場を次年度はさら
に作ってもらいたい。 

③生徒が抱える不安をフォローできる体制、働きか
けを積極的におこなってもらいたい。担任だけで
はなく、中学学年団が協力してアプローチしても
らいたい。 

 
評価：Ｂ 

3 

①体育･スポーツ活動を推進する。 
②教育相談を充実させる。 

①各部で目標を掲げ達成に向けて
積極的な取組み見られたか。 

②生徒が不安に感じること等、現
状把握に努めるとともに支援、
指導体制が構築できているか。 

①様々な制限がある中で各競技の
大会等の出場に向け目標を設定
し、前向きに取り組む環境を作
り出す。 

②生徒の状況把握に努めるために
面談等を積極的に行う。その中
で担任を中心にフォローしてい
く体制を作る。 

①日数や時間に制限がある中でも
工夫し一生懸命に目標に向かっ
て取り組んでいる姿が見られ
た。 

②状況に応じて個別で面談を行う
など状況把握に努めている。 

①生徒が部活動をはじめとする課
外活動で目標を掲げ、達成に向
けた積極的な取組みはできてい
るか。 

②コロナ禍で抱えるストレス等、
生徒の現状における心のあり方
や悩みを把握し、改善への取組
みを行う環境･体制を作ることが
できているか。 

①公式戦で活躍する選手もおり、一生懸命に取り組
んできた過程が結果として良い方向であらわれ
た。 

②生徒の抱える心の問題等を良い方向に向かせるた
めに継続的にアプローチしていく必要がある。 

Ｂ 

①目標達成には計画性が必要と学んだ生徒
も数多くいる。スポーツ活動を通じた人
間的成長を求めることも重要視し、その
中で充実した活動ができるよう継続的に
指導にあたっていきたい。 

②教職員間で生徒状況の情報共有を行い、
生徒が不安なく学校に足を向けることが
できる環境を作っていく。 

 ①部活動等をはじめとする課外活動において生徒が
目標を持つことの大切さを学ぶことができるのは
非常に良い点だと言える。また、様々な面で活躍
ができる状況は中学校全体に活気を与える。次年
度も充実した活動が行えるようより良い環境を作
ってもらいたい。 

②生徒とともに保護者とも共通理解を持って指導し
ていくことも大切だと言える。今後も学校全体と
して生徒の学びの場をより良くするための働きか
けを行ってもらいたい。 

評価：Ｂ 
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①実践的な英語力を身につける。 
②「SDGs」世界を共通テーマに
グローバルな視点から課題をみ
つけ探求していく。 

③実践的な学びの機会を作る。 
 研修等を含めた学びの場の提供
を行う。 

④帰国子女生徒の積極的な受け入
れにより活性化を図る。 

⑤IB（国際バカロレア）による学
習効果の向上を目指す。 

①授業で学んだ英語の知識を効果
的に使い自分の考えを発信する
ことができるか。 

②世界を意識する･知ることで様々
な事象を多面的に捉え、広い視
野で物事を見ることができる目
を持つことができるか。 

③生徒が授業で学ぶ英語の知識を
語学研修等で実践できている
か。そして、自らのスキルアッ
プにつなげる機会を提供するこ
とができているか。 

④帰国子女生徒が他生徒に良い刺
激や影響を与えることができる
か。 

⑤MYP（中等教育プログラム）に
おける学習効果がグローバル人
材の育成につなげることができ
るか。 

①英語の授業では基礎知識の習得
とともにプレゼンテーションを
行う機会を作るなど、実践的な
場でも活用できるようにする。 

②調べ学習として、世界で起きて
いる様々な問題にアプローチ
し、様々な事象を多面的に捉え
ることの重要性を知る。 

③授業内で学ぶ知識をブリティッ
シュヒルズ語学研修等で実践す
る機会を作り学びの場とする。 

④海外在住経験や語学力の高い帰
国子女と接することで英語力向
上の意識に良い刺激を与えてい
く。 

⑤調べ学習やディスカッションな
どアクティブラーニング手法を
用いて主体的に学ぶ環境を作
り、授業で実践できる場も作っ
ていく。 

①英語 G の授業において基礎知識
習得、IB 英語はレポート作成や
プレゼンテーションを行い実践
的な英語力を身につけている。 

②各グループでテーマを掲げディ
スカッションを重ねた。各自、
調べ学習を通して様々な問題に
対して、主体的に取り組んでい
る。 

③ブリティッシュヒルズ語学研修
やグローバルサマースクール等
で英語を実践する場を提供し
た。 

④帰国子女と接することで刺激を
受けることは多いと言える。今
後も積極的に募集を行っていき
たい。 

⑤学校全体で情報共有する中で IB
教育への理解が深まり、授業展
開においても質が高まってい
る。 

①英語の基礎知識の習得ができて
いるか。IB 授業が実践的な英語
力向上につながっているか。生
徒の理解力に応じた進度設定お
よび授業展開はできているか。 

②探求型プログラムおよび授業展
開を通して、生徒が主体的に学
び課題に取り組む環境は作られ
ているか。 

③行事や希望者対象研修等で生徒
の活動、学び、実践的な英語力
向上の場を提供できているか。 

④帰国子女との交流を通して、英
語学習におけるモチベーション
向上につなげることができてい
るか。生徒募集において、海外
在住者への認知度を高めること
ができたか。 

⑤授業展開にあたり教員間で情報
共有し、質の高い授業展開につ
なげることができたか。 

①基礎知識の習得については、課題があるとも言え
る。今後も IB 授業では生徒の主体性を引き出す
中で実践的な英語力を身につけられる環境が整備
されている。 

②調べ学習等を通して、生徒が主体的に学ぶ環境が
整理されている。生徒が自ら考える機会が多く、
課題を発見する力の向上にもつながっている。 

③英語を実践の場でどれだけ活用できるかという観
点からも各種行事･研修においては有意義な場で
あったと言える。この機会を英語力向上に繋げて
いきたい。 

④帰国子女との積極的な交流において、英語力向上
に高い意識を持つ生徒が増えてきたと言える。募
集活動においては認知度も高まる中で希望者も増
えてきている。継続していく必要がある。 

⑤IB 授業において、様々な手法を教員間で情報交換
を行った。授業の質も高まる状況となっている。
今後も継続していきたい。 

Ｂ 

①基礎知識の習得状況･学力を図る学力推
移調査等の結果を踏まえ、課題克服に向
けた取り組みを改めて行う必要があると
言える。IB 授業においては継続して探
求心･思考力、プレゼンテーション能力
向上を目指す取組みを行っていきたい。 

②主体的に学ぶ環境、プレゼン機会など生
徒が自ら発信する場があるため学習効果
が高まっていると言える。 

③英語を実践的に活用する行事等を通して
生徒の積極的な姿勢が見られた。更なる
工夫を講じていきたい。 

④帰国子女募集において、本校の認知度は
高まってきており一定の希望者は出てい
る。次年度は積極的な募集を行いたい。 

⑤教員間でよりコミュニケーションを取る
機会を作っていきたい。また、学校全体
として IB の本質を理解するように働き
かけていきたい。 

 ①英語力の向上を目指す生徒の取組みは年々意識が
高まってきていると言える。授業展開を含み様々
な工夫を講じて全体のレベルアップを図ってもら
いたい。 

②主体的な学びの場を各種プログラムによって提供
してもらえることは非常に良いことだと言える。
今後、大学入試に向けて、重要視される思考力や
表現力の向上にもさらに力を入れてもらいたい。 

③英語を実践の場で活用する機会は生徒自身が自分
の現状と向き合える良い状況と言える。今後も新
たなプログラムを取り入れるなど積極的に発信し
てもらいたい。 

④帰国子女の英語力を知る機会はモチベーション向
上につながる。募集活動においても今後の活性化
を求めていきたい。 

⑤教員間の情報共有をはじめ、授業の質を高める取
組みは今後も継続的に行ってもらいたい。また、
設備についての環境改善もお願いしたい。 

 
評価：Ｂ 


